
東北地方 ３か月予報 
（７月から９月までの天候見通し） 

 

平成１５年６月２５日 

仙台管区気象台発表 

 

＜予想される向こう３か月の天候＞ 

 向こう３か月の可能性の大きな天候は以下のとおりです。 

 この期間の平均気温は平年並か高い、降水量は平年並でしょう。 

 

７月 天気は概ね周期的に変わりますが、前線やオホーツク海高気圧の影響でぐずつく時

期があるでしょう。平年と同様に曇りや雨の日が多いですが、太平洋高気圧に覆われ晴れ

て暑い日もある見込みです。 

 気温、降水量共に平年並でしょう。 

 

８月 太平洋高気圧に覆われ平年と同様に晴れの日が多いですが、太平洋高気圧の勢力が

弱まり、前線や寒気が南下して曇りや雷雨となる時期があるでしょう。 

 気温、降水量共に平年並でしょう。 

 

９月 天気は概ね周期的に変わりますが、太平洋高気圧に覆われ残暑の厳しい時期がある

でしょう。 

 気温は平年並か高い、降水量は平年並でしょう。 

 

＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞ 

＜＜気温＞＞ 

[東北地方] ３か月 20 40 40 
 
 ７月 30 50 20  
 ８月 20 50 30  
 ９月 20 40 40 

 

 低い     平年並    高い    

 

＜＜降水量＞＞ 

[東北地方] ３か月 20 50 30 
 

 ７月 20 50 30  
 ８月 30 50 20  
 ９月 30 40 30 

 

 少ない    平年並    多い    

 

＜次回発表予定等＞ 

１か月予報：毎週金曜日１４時３０分発表 次回は６月２７日 

３か月予報：７月２４日（木曜日） １４時００分 



＜参考資料（平年並の範囲等）＞ 

（１）平年値（月・３か月平均気温、降水量） 

 気 温（℃） 降 水 量(mm) 

 7 月 8 月 9 月 7～9 月 7 月 8 月 9 月 7～9 月 

大船渡  21.0  23.0  19.3  21.1 170.3 198.6 218.7 587.6 

新庄  22.3  23.9  19.0  21.8 185.6 174.5 153.0 513.1 

若松  23.4  24.8  19.9  22.7 160.1 131.0 134.0 425.1 

深浦  21.3  23.1  19.1  21.2 146.0 157.4 176.0 479.4 

青森  21.1  23.0  18.9  21.0 102.6 129.3 119.8 351.7 

むつ  19.6  21.7  18.0  19.7 122.8 140.4 172.7 435.9 

八戸  20.2  22.3  18.6  20.4 117.1 139.8 167.7 424.6 

秋田  22.8  24.5  19.9  22.4 178.1 181.9 177.9 538.0 

盛岡  21.8  23.2  18.3  21.1 165.7 177.8 157.5 501.0 

宮古  20.0  22.2  18.6  20.3 139.2 180.8 229.4 549.4 

酒田  23.2  24.9  20.5  22.8 186.1 175.8 185.4 547.3 

山形  23.2  24.6  19.7  22.5 143.9 148.8 134.3 426.9 

仙台  22.1  24.1  20.4  22.2 159.7 174.2 218.4 552.3 

石巻  21.3  23.5  19.9  21.6 131.0 127.0 163.1 421.1 

福島  23.5  25.2  20.7  23.2 144.8 144.3 169.2 458.3 

白河  22.0  23.3  19.1  21.5 186.8 228.2 215.9 631.0 

小名浜  21.7  23.9  21.3  22.3 120.5 141.7 205.8 468.0 

 

（２）1971～2000 年のデータに基づいた７～９月地域平均の気温、降水量の平年差（比）の「平年並」

の範囲は次のとおりです。 

要 素 予報対象地域 ７月 ８月 ９月 ７～９月 

東北地方 -0.1～+0.6 -0.3～+0.6 -0.5～+0.2 -0.4～+0.3 

東北日本海側 -0.2～+0.4 -0.5～+0.5 -0.5～+0.3 -0.3～+0.4 気温平年差（℃） 

東北太平洋側 -0.3～+0.8 -0.3～+0.5 -0.4～+0.3 -0.4～+0.4 

東北地方   89～ 117   73～ 117   86～ 110   97～ 111 

東北日本海側   83～ 123   74～ 107   83～ 108   89～ 109 降水量平年比(%) 

東北太平洋側   85～ 114   67～ 120   87～ 112   93～ 112 

 

（３）接近する台風の平年値 

 ７月 ８月 ９月 

東北地方 0.3 0.7 0.8 

 

＜参考資料（利用上の注意）＞ 

（１）気温・降水量等は、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級で予報します。階

級の幅は、1971～2000 年の 30 年間における各階級の出現率が等分（それぞれ３３％）となるよう

に決めてあります（気候的出現率と呼びます）。 

（２）確率は、予報した階級が実際に起こる割合（出現率）を表しています。たとえば、確率６０％の

予報１０例では、そのうちの６回で予報した階級が実際に起こり、４回で起こらないことが想定さ

れます。また、統計的に有意性の高い予測資料が得られた場合には気候的出現率（各階級ともに３

３％）から大きく隔たった確率（１０％や６０％、７０％など）を付けられますが、有意性が低い

場合には気候的出現率と同じかそれと同程度（３０％、４０％）の確率しか付けられません。 

（３）晴れや雨などの天気日数は、平年の日数よりも多い（少ない）場合は「平年に比べて多い（少な

い）」、また平年の日数と同程度に多い（少ない）場合には「平年と同様に多い（少ない）」と表現

します。なお、単に多い（少ない）と表現した場合には対象期間の２分の１より多い（少ない）こ

とを意味します。 



東北地方 ３か月予報（７～９月）解説資料 
平成 15 年 6 月 25 日 仙台管区気象台 

 

１．数値予報（アンサンブル予報）による大気の流れの予想 

3 か月平均の 500hPa 高度と偏差の予想図： 

 予想図で極東域をみると、高緯度は負偏差に覆われ

るが、中・低緯度は広く正偏差に覆われる。日本の南

の太平洋高気圧は平年より強い予想となっているが、

オホーツク海高気圧は概ね平年並の強さと考えられ

る。 

 

月別の地上気圧と偏差の予想図： 

7 月：日本の南には太平洋高気圧が平年より強く張り

出すが、東北地方は三陸沖で等圧線がくびれ、平年と

同様に前線の影響を受ける。また、オホーツク海は負

偏差だが、北海道の東に高気圧が予想され、中心が北

に偏った高気圧の影響を受ける時期がある見込み。 

8 月：太平洋高気圧が日本付近に強く張り出し、東日

本から北日本は平年より気圧が高い。一方、オホーツ

ク海高気圧も明瞭で、影響を受ける時期がある。 

9 月：太平洋高気圧が日本付近に強く張り出し、残暑

の厳しい時期がある見込み。 

   

月別の地上気圧と偏差の予想図（左から 7 月、8 月、9 月） 
等圧線：4hPa 毎、偏差：1hPa 毎、陰影部：負偏差 

 

２．循環場の特徴 

6 月（1～20 日）：500hPa 高度の極東域をみると、寒

冷低気圧は東シベリアやアリューシャン列島付近に

あって、東シベリアからオホーツク海は広く負偏差と

なった。また、台風第 4、5、6 号の影響もあり、フィ

リピン近海から東シナ海にも負偏差が広がった。一方、

太平洋高気圧は西への張り出しは弱かったが北への

張り出しは平年より強く、本州以北は広く正偏差に覆

われた。 

 偏西風の流れは蛇行が大きく、日本の西が谷場とな

った。このため、前線や低気圧の影響を受け易くなり、

9～12 日にかけ各地方で梅雨入りとなった。 

東北地方は、上旬は日本の東から張り出す高気圧に

覆われ東北日本海側を中心に晴れの日が多かったが、

中旬になると低気圧や前線の影響を受け易くなり、曇

りや雨の日が多くなった。 

 
3 か月平均の 500hPa 高度と偏差の予想図 
等高度線：60m 毎、偏差：30m 毎、陰影部：負偏差 

 
6 月 1～20 日平均 500hPa 高度 

等高度線：60m 毎、偏差：30m 毎、陰影部：負偏差 



３．最近の天候経過 

6月上旬：1日に台風第4号から変わった低気圧や前線の影響で雨となったが、中頃までは高気圧に

覆われ概ね晴れた。後半は中心が北に偏った高気圧に覆われ、東北日本海側は概ね晴れたが、東

北太平洋側は湿った東よりの風の影響で朝晩を中心に曇りの日が多かった。梅雨前線は日本の南

から次第に北上し、9～10日頃にかけて九州から関東甲信が梅雨入りしたと見られる。 

 平均気温は東北地方で平年並。降水量は東北地方で少ない。日照時間は、東北日本海側でかな

り多く、東北太平洋側で平年並。 

 
東北地方における6月上旬の平均気温、降水量、日照時間平年差（比） 

 

6月中旬：11日は高気圧に覆われ晴れたが、12日以降は低気圧や日本の南岸に停滞した梅雨前線の

影響で曇りや雨の日が多かった。なお、12日頃に北陸、東北南部、東北北部が梅雨入りしたと見

られる。また、期間の終わりには台風第6号から変わった低気圧が日本海を北東に進み、南から暖

かい風が流れ込んで真夏日となる所があった。 

 平均気温は、東北北部で高く、東北南部でかなり高い。降水量は、東北日本海側で平年並、東

北太平洋側で少ない。日照時間は、東北日本海側でかなり少なく、東北太平洋側で少ない。 

 
東北地方における6月中旬の平均気温、降水量、日照時間平年差（比） 

 

 
東北日本海側              東北太平洋側 

半旬経過図 



４．エルニーニョ現象等の今後の見通し（2003 年 6 月～2003 年 12 月） 

 エルニーニョ監視速報（No.129）より抜粋。（http://www.jma.go.jp/） 

 

 エルニーニョ監視海域の海面水温は、夏から秋にかけて基準値（1961～1990 年の 30 年平均値）

より低めながら基準値に近い値で推移する可能性が高い。 

 

【解説】 

5 月の監視海域の海面水温の基準値との差は

-0.6℃となり、5 月に入って急速に低下した。3

月に太平洋赤道域東部に出現した負偏差域が 5

月には一気に拡大するとともに、西経 90 度付

近では-1.5℃を超える負偏差域も現れた。太平

洋赤道域の海洋表層においても西部の正偏差

域が縮小し、負偏差域が中部まで広がった。 

このような海洋の変化は、5 月の上旬から中

旬にかけて太平洋赤道域で広く貿易風が強ま

ったために生じたと考えられる。しかし、その

東風偏差も下旬には弱まった（右図）。太平洋

赤道域中・西部の水温躍層付近の負偏差域は、

その広がりや強さが過去のラニーニャ現象発

生直前に見られるような規模にはなっていな

い。これらは 5 月に見られた太平洋赤道域東部

における海面および表層水温の負偏差の強ま

りが一時的である可能性を示唆している。逆に

監視海域の海面水温の低い状態を長期間持続

させる要因は、現時点では見当たらない。 

エルニーニョ予測モデルは、監視海域の海面

水温の基準値との差が夏に増大した後、予測期

間の後半は基準値よりも 0.5℃程度高い値で推

移すると予測しているが（図略）、今年に入っ

て予測モデルは海面水温を実際より高めに予

測する傾向があることを考慮する必要がある。 

 以上のことから、監視海域の海面水温は、夏

から秋にかけて基準値より低めながら基準値

に近い値で推移する可能性が高い。しかしながら、現在の海面水温の分布から再び太平洋赤道域

で貿易風が強まる可能性も残っており、今後の海洋と大気の状態を注意深く監視する必要がある。 

＜参考資料＞ 

平年の天気出現日数（日） 

7 月 8 月 9 月 
 
東北日本海側 東北太平洋側 東北日本海側 東北太平洋側 東北日本海側 東北太平洋側 

晴れの日 14.6 12.6 18.1 15.8 14.3 13.2 

雨の日 10.9 11.1  9.7  9.9 12.5 12.0 

注：季節予報では、「日照率 40％以上の日数」、「日降水量 1mm 以上の日数」をそれぞれ晴れの日、

雨の日の目安として用いている。この 2 つの事象は同じ日に起こりうるため、両方に数えられる

日もある。なお、日照率は 1 日の日照時間を可照時間（太陽の中心が東の地平線に現れてから西

の地平線に没するまでの時間）で割った値である。 

東北地方の今年の梅雨入りの時期と平年の梅雨明けの時期 

梅雨入り 梅雨明け 
地域名 

今年 平年値 平年値 平年並の範囲 

東北南部 6 月 12 日頃 6 月 10 日頃 7 月 23 日頃 7 月 21 日頃から 7月 26 日頃 

東北北部 6 月 12 日頃 6 月 12 日頃 7 月 27 日頃 7 月 23 日頃から 7月 30 日頃 

 
2003 年 5 月中旬（上）と下旬（下）における 

太平洋赤道域の風応力と海面水温の変化 
矢印は風応力（風が海面に及ぼす力；単位は N/m2）の平

年偏差で、上図は 5月 11～15 日、下図は 5月 26～30 日
の 5 日平均を示す（海洋データ同化システムによる。平

年値は 1987 年～2002 年の 16 年平均値）。等値線は海面水

温の平年偏差で、上図は 5 月中旬、下図は 5 月下旬の値
を示している。等値線の間隔は 0.5℃で、+0.5℃以上

（-0.5℃以下）には濃い（淡い）陰影を施した（平年値
は 1971 年～2000 年の 30 年平均値）。 




